
価値創造プロセス
当社は、自らのパーパス（存在意義）を「託された
未来をひらく」と制定し、「社会的価値創出と経済的価
値創出の両立」を経営の根幹に掲げています。そして当
社は、社会的価値創出と経済的価値創出の両立を目的
としたビジネスプロセスと、そのプロセスを経営レベルで
管理する仕組みを合わせて「価値創造プロセス」として
表現しています。

ビジネスプロセス
当社は、信託の機能を発揮しながら資金・資産・資
本の好循環を創出・加速させ、個人からグローバル企業
に至るまであらゆるステークホルダーにその果実を還元し
（経済的価値の創出）、そしてこれらの活動を通じて地
球や社会、経済に対するポジティブインパクトを創造、ネ
ガティブインパクトを抑制し、SDGsの実現に貢献してい
きます（社会的価値の創出）。

ビジネスプロセスを経営レベルで管理する仕組み
当社は、ビジネスプロセスを経営レベルで管理する仕
組みとして「マテリアリティマネジメント」と「リスクアペ
タイト・フレームワーク」を定めています。

①マテリアリティマネジメント
当社は、社会情勢や価値観の変化が企業価値にも影
響するというダイナミック・マテリアリティの考え方のもと、
定期的にマテリアリティの見直しを行い、経営戦略や経
営計画に反映させています（ P.30）。

②リスクアペタイト・フレームワーク
リスクアペタイト・ステートメントに定められているリスク
について、適切な範囲内でリスクテイクが行われているか、
定期的にモニタリング・検証を実施しています（ P.90）。

当社は、これらの枠組みを通じてビジネスプロセスの適
正化を図り、社会的価値創出と経済的価値創出の両立
を目指していきます。

リスクアペタイト・フレームワーク（RAF）

コモンメトリクス

社会的価値の創出・
SDGsの実現ステークホルダーの価値の最大化
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●人生100年時代
●ESG/サステナブル経営　
●地域エコシステム・グローバルインベストメント
　チェーン（ネットワーキング） 
●信託×DX

ガバナンス・経営基盤
マテリアリティ

●コーポレートガバナンス　●受託者精神
●人的資本　●リスク管理とレジリエンス
●コンプライアンスとコンダクト　●セキュリティ

財務マテリアリティ ●ステークホルダーの期待する財務体質

マテリアリティ

託された未来をひらく　～信託の力で、新たな価値を創造し、お客さまや社会の豊かな未来を花開かせる～

マテリアリティマネジメント

存在意義（パーパス）

価値創造プロセス
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https://www.smtg.jp/-/media/tg/investors/disclosure/2024/12.pdf
https://www.smtg.jp/-/media/tg/investors/disclosure/2024/27.pdf

